
議案第 9号

橋本市小中学生医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

について

橋本市小中学生医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例にういて、

別紙のとおり定めたいので、議会の議決を求める。
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橋本市小中学生医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

(橋本市小中学生医療費の支給に関する条例の一部改正)

第 1条 橋本市小中学生医療費の支給に関する条例 (平成 22年橋本市条例第 21号)の一部を次のように改正する。なお、̀改正

部分は、次の表中下線の部分である。

‐
伽
ω
‐

改正後

橋本市子 ども医療費の支給に関する条例 橋本市小中学生医療費の支給に関する条例

(目 的)

第 1条  この条例は、小中学生に係る医療費の一部 (以下「子ども医療
費」という。)をその保護者に支給することにより、小中学生の健康の

保持及び増進に寄与し、もつて児童の福祉の向上を図ることを目的とす

(目 的 )第
喜3麦二そClgと ti急::ぞ三3§暴:吾己ど哲とここを元再ξま予

る。

(支給封象者 )

第 3条  こあ条例に定める子ども医療費の支給の対象となる者 (以下「支
給対象者」という。)は、医療保険各法の規定による被保険者、組合員

又は被扶養者であり、かっ、市の区域内に住所を有する小中学生 (以下

「対象小中学生」という。)の保護者とする。ただし、次に掲げる者は

る。

(支給対象者 )

第 3条  この条例に定める小中学生医療費の支給の対象 となる者 (以下
「支給対象者」とい う。)は 、医療保険各法の規定による被保険者、組

合員又は被扶養者であり、かつ、市の区域内に住所を有する小中学生

(以下「対象小中学生」という。)の保護者をいう。ただし、次に掲げる

除く。

(1)～ (3)略
者は除く。

(1)～ (3)略
(受給資格者の認定)

第 4条 子ども医療費の支給を受けようとする者は、規則の定めるところ
により、市長に子ども医療費受給資格認定の申請をし、その認定を受け

なければならない。

(受給資格者の認定 )

第
乞合ょtガ奪聟評蓄:撃産笞墓畳量落基落繁是言筆誇響gf雰慮鼻之を
受けなければならない。

(支給 )

第 5条 市
が対象小

つた場合

る。ただ

より医療

長 日II条 認 定 を 受 イすた 者 (以 下 「受給 資格者 」 と ヤ
ヽ , 第

(支給 )

5条 市
が対象小

つた場合

る。ただ

より医療

長 イま 日IJ条 の 認 定 を受 け た 者 (以 下
「受 給 資格者 」 と ヤヽ つ )

は の
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2 市長は、前項の規定にかかわらず、次に掲げる場合においては、小中
学生医療費の支給を一時保留することができる。

(1)。 (2)略
(支給の方法 )

第 6条 前条に規定する小中学生医療費の支給は、受給資格者の申請に基
づき行 うものとする。

2略
3 市長は、第 1項の規定による申請があった場合は、その内容を審査
し、適当と認めたときは、小中学生医療費を支給するものとする。

4略
5 前項の規定による支払があつたときは、当該受給資格者に対 し小中学
生医療費を支給 したものとみなす。

(支給金の返還 )

第 8条 市長は、偽 りその他不正な行為又は第 5条の規定により支給すべ

き額を超えた支給その他過誤払いにより小中学生医療費の支給を受けた

者があるときは、そめ者に対 し既に支給 した小中学生医療費の全部又は

一部を返還 させることができる。

2略
(調査権 )

第 9条 市長は、必要があると認めるときは、受給資格の有無の確認及び
′l、 中学 4医 療 警 の額の決定のために必要な事項について、当該受給資桂
者その他関係人に対し当該事項に関する書類その他の物件の提出を求

め、若 しくは当該職員をして質問をさせ、又はその同意を得て住民基本

台帳、課税台帳等の公簿で確認することができる。

2 市長は、前項の規定にかかわらず、次に掲げる場合においては、子 ど
も医療費の支給を一時保留することができる。

(1)・ (2)略
(支給の方法 )

第 6条 前条に規定する子 ども医療費の支給は、受給資格者の申請に基づ
き行 うものとする。

2略
3 市長は、第 1項の規定による申請があつた場合は、その内容を審査
し、適当と認めたときは、子ども医療費を支給するものとする。
4略
5 前項の規定による支払があつたときは、当該受給資格者に対 レ子 ども
医療費を支給 したものとみなす。

(支給金の返還)                     ‐

第 8条 市長は、偽 りその他不正な行為又は第 5条の規定により支給すべ

き額を超えた支給その他過誤払いにより子 ども医療費の支給を受けた者

があるときは、その者に対 し既に支給 した子ども医療費の全部又は一部

を返還させることができる。

2略
(調査権)    ´
第 9条 市長は、必要があると認めると,き は、受給資格の有無の確認及び

足舒9彗5峯名庭醤掌吾讐嚢写伝尼お易海落覧孟奪鼻稼耳
若 しくは当該職員をして質問をさせ、又はその同意を得て住民基本台

帳、課税台帳等の公簿で確認することができる。

―
銅
ヽ
―

(橋本市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正)

第 2条 橋本市子ども医療費の支給に関する条例 (平成 22年橋本市条例第 21号)の一部を次のように改正する。なお、改正部

分は、次の表中下線の部分である。

改正前改正後



I

枷

伽

I

(1)

(目 的)

第 1条  この条例は、小中学生に係る医療費の一部 (以下「子ども医療
費」という。)をその保護者に支給することにキリ、小中学生の健康の

保持及び増進に寄与し、もつて児童の福祉の向上を図ることを目的とす

る。             「
(定義 )

第 2条  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に
定めるところによる。
「小中学生」とは、小学校就学から中学校修了まで_の 間にある者

をいう。

(2) 「保護者」とは、親権を行 う者その他の者で小中学生を現に監護
し、生計を維持しているものをいう。

(3)～ (5)略
(支給対象者と

第 3条  この条例に定める子ども医療費の支給の対象となる者 (以下「支
給対象者」という。)は、医療保険各法の規定による被保険者、組合員

2 市長は、前項の規定にかかわらず、次に掲げる場合においては、子 ど

又は被扶養者であり、かつ、市の区域内に住所を有する小中学生 (以下

「対象小中学生 |と い う6)の保護者 とする。ただし、次に掲げる者は

除く。

(1)小 中学生の生計を維持する程度の高い者の前年 (1月 か ら 7月 まで
の間に新たに次条の認定を受けようとす る場合にあつては、前々年を

い う。以下同じc)の所得 (児童手当法施行令 (昭和 46年政令第 281

号)第 2条及び第 3条の規定により算出して得た額)が 、別春に定め

る額以上の者

(2)生活保護法 (昭和 25年法律第 144号 )に よる保護を受けている小中

学生の保護者

(3)略
(支給 )

第 5条  市長は、前条の認定を受けた者 (以下 「受給資格者」 とい う。 )

ビそ窃窓吾予筈象垂鉱姦橙給雪写塚箪3て直暴響α皇悪写管露言τ手
払

る。ただし、医療保険各法に基づ く規約若 しくは定款又は他の法令等に

より医療費の給付を受ける場合は、当該給付額を控除 した額 とする。

(目 的 )

第 1条  この条例は、子 どもに係 る医療費の一部 (以下 「子ども医療費」
とい う。 )を 支給することにより、子 どもの健康の保持及び増進に寄与

し、もつて児童の福社の向上を図ることを目的とする。

(定義 )

第 2条  この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に
定めるところによる。

(1) 「子 ども」とは、小学校就学か ら 18歳 に達する日以後の最初の 3

月 31日 ま で の 間にある者 をい う。

(2) 「保護者」 とは、親権を行 う者その他の者で子 どもを現に監護
し、生計を維持 しているものをぃ う。

(3)～ (5)略
(支給対象者 )

第 3条  この条例に定める子 ども医療費の支給の対象 となる者 (以下 「支
給対象者」という。)は、医療保険各法の規定による被保険者、組合員

又は被扶養者であり、かつ、市の区域内に住所を有す
「対象の子ども」という。との保護者 (保護者がない場合は、当該子 ども

に係る医療保険の納付義務者 )と する。ただ し、次に掲げる者は除く。

(1)子 どもの生計を維持する程度の高い者の前年 (1月 から7月 までの
間に新たに次条の認定を受けようとする場合にあつては、前々年をい

う。以下同じ。)の所得 (児童手当法施行令 (昭和 46年政令第 281号 )

第 2条及び第 3条の規定により算出して得た額)が、別表に定める額

以上の者                          _
(2)生活保護法 (昭和 25年法律第 144号 )に よる保護を受けていると

(3)略
(支給 )

第 5条 市長は、前条の認定を受けた者 (以下 「受給資格者」とい う。 )
が対象の子 どもの受けた保険給付に係る一部負担金を医療機関等に支払

つた場合は、当該支払額に相当する子 ども医療費を支給するものとす

る。ただし、医療保険各法に基づ く規約若 しくは定款又は他の法令等に

より医療費の給付を受ける場合は、当該給付額を控除 した額 とする。

2 市長は、前項の規定にかかわらず、次に掲げる場合においては、子 ど

る子ども(以下



も医療費の支給を一時保留することができる。

(1)対象小中学生の受けた保険給付の給付事由が第二者の行為によつ
て生 じ、又は生 じたことが疑われる場合その他の最終的な一部負担金

の額が明らかでない場合

(2)略
(支給の方法 )

第 6条 略
2 前項の申請は、対象小中学生が保険給付を受けた日の翌 日から起算 し
て 5年以内に行わなければならない。
3～ 5 略
(支給金の返還 )

第 8条 略
2 市長は、対象小中学生が疾病又は負傷に F美]し 、第二者か ら損害賠償を
受けたときは、受給資格者に対し第 5条の規定により支給すべき額の全

部若しくは一部を支給せず、又は既に支給した場合は、その全部若 しく

は一部を返還させることができる。

も医療費の支給を一時保留することができる。

(1)対象の子 どもの受けた保険給付の給付事由が第二者の行為によつ
て生 じ、又は生 じたことが疑われる場合その他の最終的な一部負担金

の額が明らかでない場合     、
(2)略
(支給の方法 )

第 6条 略
2 前項の申請は、対象の子 どもが保 F父給付を受けた日の翌 日から起算 し
て 5年以内に行わなければならない。
3～ 5 略
(支給金の返還)    ・

第 8条 略
2 市長は、対象の子 どもが疾病又は負傷に関し、第二者から損害賠償を
受けたときは、受給資格者に対 し第 5条の規定により支給すべき額の全

部若しくは一部を支給すず、又は既に支給した場合は、その全部若しく

は一部を返還させることができる。

‐
”
Ｏ
‐ 附 則

(施行期 日)

1 この条例中第 1条及び附則第 3項の規定は令和 4年 8月 1日 か ら、第 2条の規定は同年 10月 1日 か ら施行す る。

(適用区分 )

2 第 2条の規定による改正後の橋本市子 ども医療費の支給に関す る条例の規定は、令和 4年 10月 1日 以後に行われた保険給

付について適用 し、同 日前に行われた保険給付については、なお従前の例による。

(橋本市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づ く個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関す る条例の一部改正 )

3 橋本市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例 (平成 27‐年橋本市条例第 62号 )を次のように改める。なお、改正部分は、次の表中下線の部分である。

改正前改正後



別表第 1(第 4条関係 )
機 関 機 関

1～ 3 略

4 市長 橋本市小中学生医療費の支給に関する条例 (平成 22

年橋本市条例第 21号 )イこよる医療費の支給に関す
る事務であって規則で定めるもの

5・ 6 略

別表第 2( 4条関係 )
特定個人情報

略

本市小中学生医療費

の支給に関する条例による

小中学生医療費の受給資格

に関する情報

(10)略

(9)橋
(1)～ (8)略

略

(1)～ (6)略

略

事 務

略

略

略

橋本市小中学生医療費の支

給に関する条例による医療

費の支給に関する事務であ

つて規則で定めるもの

略

13・ 14

15 市長

16。 17

機 関

1´
ヤ 11

12 市長

別表第 1( 4条関係 )

別表第 2(第 4条関係 )

機 関

略

橋本市子 ども医療費の支給に関する条例 (平成 22

年橋本市条例第 21号 )に よる医療費の支給に関す

る事務であって規則で定めるもの

略5・ 6

機 関

1～ 3

4 市長

特定個人情報

略

(1)～ (8)略 '

(9)橋本市子 ども医療費の
支給に関する条例による三

ども医療費の受給資格に関

する情報

(10)略
略

(1)～ (6)略

略

事務

略

略

略

橋本市子 ども医療費の支給

に関する条例による医療費

の支給に関する事務であつ

て規則で定めるもの

略

機 関

1-11
12 市長

13。 14

15 市長

16・ 17

―
銅
Ｎ
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